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行　政

個
人
を
単
位
と
す
る
住
民
票
を

�

世
帯
ご
と
に
作
成

住
民
基
本
台
帳

　
昭
和
42
年
、
住
民
に
関
す
る

記
録
を
正
確
で
全
国
統
一
的
な

も
の
に
す
る
た
め
、
住
民
基
本

台
帳
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
民
基
本
台
帳
は
、
市
町
村

ご
と
に
原
則
、
個
人
を
単
位
と

す
る
住
民
票
を
世
帯
ご
と
に
作

成
し
た
も
の
で
、
住
民
の
居
住

関
係
を
証
明
し
、
選
挙
人
名
簿

の
登
録
や
廃
止
、
国
民
年
金
の

取
得
や
喪
失
、
印
鑑
登
録
証
明

な
ど
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
票
は
、
す
べ
て
電
算
化

さ
れ
て
い
る
た
め
、
紙
に
記
載

さ
れ
た
住
民
票
の
原
本
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
住
民
票
の
写
し
」は
、

こ
の
電
算
化
さ
れ
た
情
報
の
一

部
を
紙
に
写
し
た
も
の
で
す
。

　
現
在
の
「
住
民
票
の
写
し
」

な
ど
は
、
世
帯
全
員
か
世
帯
の

一
部
の
人
の
も
の
を
交
付
し
ま

す
が
、
昭
和
26
年
に
住
民
登
録

法
が
定
め
ら
れ
た
時
は
、
住
民

票
は
個
人
で
は
な
く
世
帯
を
単

位
に
作
成
し
て
い
た
た
め
、
世

帯
全
員
の
住
民
票
を
「
住
民
票

謄
本
」、
世
帯
の
一
部
の
人
の

住
民
票
を
「
住
民
票
抄
本
」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。

●
「
住
民
票
の
写
し
」
は
一
般

的
に
、
氏
名
、
出
生
年
月
日
、

性
別
、
住
民
と
な
っ
た
日
、

住
所
を
記
載
し
た
も
の
を
交

付
し
ま
す
。
な
お
、
使
用
目

的
に
よ
っ
て
世
帯
全
員
や
世

帯
の
一
部
の
人
、
本
籍
や
筆

頭
者
、
世
帯
主
や
続
柄
を
記

載
し
た
も
の
が
請
求
で
き
ま

す
。
ま
た
、
請
求
日
か
ら
５

年
以
内
に
市
外
へ
の
転
出
や

死
亡
な
ど
で
住
民
基
本
台
帳

か
ら
除
か
れ
た
人
の
除
票
が

交
付
で
き
ま
す

●「
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
」

は
氏
名
、
出
生
年
月
日
、
性

別
、
住
所
、
続
柄
を
記
載
し

た
も
の
を
交
付
し
ま
す

　「
住
民
票
の
写
し
」
な
ど
の

請
求
は
、「
本
人
か
同
一
世
帯

の
人
の
請
求
」「
公
用
請
求
」「
第

三
者
の
申
し
出
」
に
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
人
か
同
一
世
帯
の
人
の
請

求
の
場
合
、
本
人
か
同
一
世
帯

内
に
記
載
の
あ
る
人
の
分
が
請

求
で
き
ま
す
が
、
代
理
人
や
債

権
者
が
請
求
す
る
場
合
は
、
委

任
状
や
権
利
、
義
務
関
係
の
書

類
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
交
付
の
請
求
は
、
①
市
役
所

②
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー
③
吉

武
・
赤
間
・
赤
間
西
・
自
由
ヶ

丘
・
南
郷
・
日
の
里
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
④
田

島
・
池
野
・
岬
・
神
湊
地
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
事

務
局
⑤
市
内
４
カ
所
の
自
動
交

付
機
⑥
郵
送
で
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
③
～
⑥
で
は
交
付
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
を
。

＊
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
請
求

に
は
本
人
確
認
書
類
が
必
要

で
す
（
詳
し
く
は
市
広
報
紙

６
月
15
日
号
に
掲
載
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課

�

☎
（
36
）
１
１
２
６

　
転
入
・
転
出
に
よ
る
「
社
会

動
態
」
や
、
出
生
・
死
亡
に
よ

る
「
自
然
動
態
」
の
増
減
を
み

る
と
、
市
の
人
口
が
減
少
傾
向

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
ず
社
会
増
減
で
は
、
平
成

20
年
度
に
は
、
市
制
施
行
以
来

初
め
て
、
人
口
減
を
記
録
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
の
発
展
に
伴
う
流
入

が
減
少
し
た
こ
と
と
、
市
域
内

外
で
の
景
気
の
低
迷
を
示
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
自
然
増
減
で
は
、
出
生

数
は
10
年
間
あ
ま
り
変
化
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
亡
く
な

る
人
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
こ

こ
数
年
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
て

い
ま
す
。

�

宗
像
市
の
人
口
増
減

ふるさと寄附金へ
１,２１２万円

【
国
勢
調
査
Ｑ
＆
Ａ
】

Ｑ
１
　
国
勢
調
査
っ
て
な
に
？

Ａ
１
　
国
の
最
も
基
本
的
な
統

計
調
査
で
、
国
内
の
人
口
や
世

帯
な
ど
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
５
年
に
１
度
、
10
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
全
国
一
斉
に

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
（
外
国
人
を
含

む
）
で
、
市
で
は
約
３
万
６
０

０
０
世
帯
、
約
９
万
６
０
０
０

人
が
対
象
で
す
。

Ｑ
２
　
国
勢
調
査
は
い
つ
か
ら

始
ま
っ
た
の
？

Ａ
２
　
日
本
で
最
初
に
国
勢
調

査
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
今
か

ら
90
年
前
の
大
正
９
（
１
９
２

０
）
年
で
す
。

　

以
後
、
５
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
、
今
回
の
調
査
で
19
回
目
に

な
り
ま
す
。
今
回
の
調
査
は
、

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て
最
初

の
国
勢
調
査
と
し
て
、
わ
が
国

の
人
口
と
世
帯
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

Ｑ
３
　
調
査
の
方
法
は
？

Ａ
３
　
９
月
下
旬
か
ら
国
勢
調

査
員
が
、
国
内
の
全
世
帯
を
訪

問
し
て
調
査
票
を
配
布
。
10
月

１
日
現
在
の
状
況
を
調
査
票
に

記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
回
収
に
来
た
調

査
員
へ
手
渡
す
か
、
郵
送
で
提

出
す
る
か
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
４
　
個
人
情
報
は
守
ら
れ
る

の
？

Ａ
４　

統
計
法
で
、
調
査
員
に

は
、
厳
格
な
守
秘
義
務
が
課
さ

れ
て
い
ま
す
。
調
査
内
容
は
、

統
計
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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●市の人口増減の内訳（住民基本台帳月報から）

住
民
基
本
台
帳

ありがとうございます

デ
ー
タ
で
見
る
宗
像
市
❶

平成22年は５年に１度の国勢調査の年
　すべての人を対象に10月１日全国一斉に実施されます。市では、今月か
ら広報紙・ホームページなどで、市民のみなさんに協力を呼びかけていき
ます。第１回は、国勢調査のＱ＆Ａと市の代表的なデータを紹介します。
� ■問い合わせ先　経営企画課　☎（36）１１９２

第
１
回

シリーズ

氏　　名 住　所 寄附金額（円） 指定された使い道
寺田　光男さん 非公表

上田富仁子さん 市内 10,000
沖ノ島の世界遺産登録や文化財保
護、子育て環境の充実

園田富美恵さん 神奈川県 5,000 市民活動の推進
松崎　　均さん 埼玉県 70,000 指定なし
大串　欣一さん 埼玉県 5,000 釣川やさつき松原の保全
野口　英之さん 北九州市 20,000 指定なし

中村　泰治さん 市内 60,000
離島振興、市民の健康づくり・福祉
の向上

澤村　靖昌さん 市内 80,000 市民の健康づくり･福祉の向上

大山　義広さん 非公表
沖ノ島の世界遺産登録や文化財保
護、都市基盤の整備・産業の振興、生
活環境の充実ほか

株式会社
まちづくり宗像

市内 11,050,000 都市基盤の整備･産業の振興

　平成21年度は、16人と１団体から合計1,212万円の寄附がありました。
ありがとうございます。これからも市の活動への応援をお願いします。
� ■問い合わせ先　財政課　☎（36）１１０４
●ふるさと寄附金一覧� ＊本人の希望で公表しない人もいます

平成22年10月１日


